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目的 腋窩リンパ節郭清後の放射線治療の安全性と有効性を検討する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究および症例対照研究 
セッティング MD アンダーソン癌センター 
対象者 1984～99 年までに MD アンダーソン癌センターで放射線治療を受

けた 89 例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （2） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （3） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （14） 

介入（要因曝露） 腋窩郭清術：腋窩郭清レベル１～３まで施行（全例） 
術後照射：6Gy／回、週二回、計 30Gy（3 例では一回追加あり） 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 
1 有害事象 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
2 腋窩リンパ節制御率 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
3 無遠隔転移生存率 1.主要 2.副次 3.その他（3） 
4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

6  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

7  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

8  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

9  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

10  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

5 年腋窩制御率：87%、5 年の無遠隔転移生存率：49% 
腋窩リンパ節再発に関する予後不良因子（単変量解析）：径 6 cm 以

上のリンパ節、原発部位不明、初期治療から 18 か月以内の腋窩リン

パ節転移、腫瘍の厚みが 4mm 以上 
無増悪生存率に関する予後不良因子：3 個以上のリンパ節転移、18
か月以内の再発 
毒性：上肢の浮腫（Grade 1; 21%, Grade 2; 19%, Grade 3; 1%） 

結論 

他の報告に比べ局所再発を 50～70％軽減している。毒性も許容範囲

内であり、高リスクの症例では術後照射を行うべきであろう。 
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一施設の後ろ向き研究であり、腋窩リンパ節郭清術後の照射が生存

に与える影響は不明である。しかし、ほぼ統一したスケジュールで

照射されていること、この他に腋窩リンパ節転移に対する郭清術後

の放射線治療を検討した報告がほとんどないことから、注目に値す

る。 
レベル ＩV 

 
 
 




